様式Ｃ－１－２

箇所別調書及び理由書　（翌債承認に係るもの）　【記載例】
（目）　最先端研究開発戦略的強化費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事項
	機関名
	事業概要
	（当初計画）

変更計画
	交付・契約額
	左の額の支出見込額内訳
	事業完了

予定年月日
	事由

	
	
	
	
	
	本年度分
	翌年度分
	
	

	事業名を記述すること
○○に関する整備
	×××大学
	以下の項目について記述すること

・研究目的

・研究手法

・目指す成果
	下表参照
	10,000,000
	6,500,000
	3,500,000
	平成○○年6月30日
	以下の項目について記述すること

・事由（記号等）

　繰越事由一覧（記号等）は別紙参照

・繰越事由の発生した時期

・発生した出来事とその影響

1 キ

計画に関する諸条件（調達機器の仕様の変更）（○月上旬）

　平成20年7月に総合科学技術会議が策定した「iPS細胞研究の推進について(第1次とりまとめ)」の中で、iPS細胞を用いた疾患病態解明に向けた研究着手やiPS細胞に関する標準化の必要性が指摘されたこと等により、iPS細胞研究拠点の研究体制整備(・・・・・)が第一次補正予算で措置された。

　当該業務に必要な設備(・・・・・)については年度内に納入する予定で進めていたが、近々の予備実験結果により、当初予定していた設備では、十分な解析・分類ができないことが判明したため、仕様の検討に当初の予定より約1.5ヶ月要することとなり、更に仕様変更による設備の高度化に伴い、納入期間も当初の予定より約1.5ヶ月要することが判明した。


当初計画及び変更計画
	計画
	平成○○年度
	平成○○年度


	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	当初
	事前調査

○○調査の実施

製作・納品期間
整備された設備の評価
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	変更後
	事前調査

○○調査の実施
調達機器の仕様の変更
製作・納品期間
整備された設備の評価
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


別紙

繰越事由一覧（記号等）

繰越事由一覧（記号等）は、下表のとおりとする。事由によって、具体的な内容（発生した出来事とその影響）を記載する必要があるものと、必要がないものがある。気象の関係等具体的な内容を記載する必要がない事由であっても、別途、詳細な内容を確認する場合もある。

	具体的な内容を記載する必要がある事由

※以下の事由（記号等）については、具体的な内容の記載をすること
	具体的な内容を記載する必要がない事由

※事由（記号等）のみを記載

	①キ　計画に関する諸条件（新たな知見の発見）

（研究協力者の確保難）

（装置の開発遅延）

（機器の故障）

（その他（内容））

⑥エ　資材の入手難（納期遅延）

⑥オ　資材の入手難（マウス等実験動物の確保難）

（資材及び資料の入手難）

（その他（内容））

⑦ウ　試験研究に際しての事前調査又は研究方式の決定の困難（その他（内容））
	①エ　計画に関する諸条件（計画の変更）
③ア　気象の関係（豪雨）
③イ　気象の関係（豪雪）
③ウ　気象の関係（風浪）
③エ　気象の関係（その他）

⑦ア　試験研究に際しての事前調査又は研究方式の決定の困難（事前調査の困難）
⑦イ　試験研究に際しての事前調査又は研究方式の決定の困難（研究方式の決定の困難）


＜具体的な内容の記載例＞

①キ　計画に関する諸条件（その他（調達機器の仕様の変更））

平成20年7月に総合科学技術会議が策定した「iPS細胞研究の推進について（第一次とりまとめ）」の中で、iPS細胞を用いた疾患病態解明に向けた研究着手やiPS細胞に関する標準化の必要性が指摘されたこと等により、iPS細胞研究拠点の研究体制整備（・・・・・）が第一次補正予算で措置された。

　当該業務に必要な設備（・・・・・）については年度内に納入する予定で進めていたが、近々の予備実験結果により、当初予定していた設備では十分な解析・分類ができないことが判明したため、仕様の検討に当初の予定より約1．5ヶ月要することとなり、更に仕様変更による設備の高度化に伴い、納入期間も当初の予定より約1．5ヶ月要することが判明した。

